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北海道における農作業事故防止の取組について 
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組 織 体 系

（設立：昭和40年8月26日）

エム・エス・ケー農業機械株式会社

北海道厚生農業協同組合連合会

北海道農作業安全運動推進本部

地区農作業安全運動推進本部

北海道

北海道農業協同組合中央会

北海道信用農業協同組合連合会

ホクレン農業協同組合連合会

全国共済農業協同組合連合会北海道本部

地区農作業安全運動推進本部（１４地区）

本部構成会員

渡島地区農作業安全運動推進本部

桧山地区農作業安全運動推進本部

後志地区農作業安全運動推進本部

胆振地区農作業安全運動推進本部

日高地区農作業安全運動推進本部

石狩地区農作業安全運動推進本部

空知地区農作業安全運動推進本部

留萌地区農作業安全運動推進本部

上川地区農作業安全運動推進本部

宗谷地区農作業安全運動推進本部

オホーツク地区農作業安全運動推進本部

北海道農機商業協同組合

北海道農業共済組合連合会

北海道農業公社

十勝地区農作業安全運動推進本部ヤンマーアグリジャパン株式会社北海道カンパニー

釧路地方農業気象・営農指導対策協議会

根室地方農業気象・営農指導対策協議会

北海道農業機械工業会

株式会社北海道クボタ

株式会社ヰセキ北海道

 三菱農機販売株式会社 北海道支社

日本ニューホランド株式会社
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主な啓発普及活動①

○ 農作業安全の啓発と注意喚起の呼びかけ

農林水産省「農作業安全確認運動」と連動

春：作業時期　４～　６月（３か月間）

秋：収穫時期　９～１０月（２か月間）

・ ポスター

全市町村・農協、振興局、普及センター、関係団体に配布

・ ちらし

全農家・市町村・農協、振興局、普及センター、関係団体に配布

・ ラジオ放送

NHKと連携　第一放送において番組間のスポット放送で全道に発信

・ 農作業事故報告書

直近１０年間の事故発生状況を取りまとめ関係機関団体に情報提供

農作業安全強
調月間の設定

⇒ 集中的に実施

⇒

⇒

⇒

⇒

＞

主な啓発普及活動②

○ 地域の事故防止運動を推進

・  農作業事故ゼロ運動推進研修会の開催　

・ 研修会・講習会等への講師派遣（農研機構、北海道陸運局、関係機関団体）

○ ホームページの活用

・ 農作業死亡事故（速報）の掲載と注意喚起

・ 農作業の安全や事故防止に関する新聞、農業誌記事の掲載

・ 農水省、農研機構、労働局、警察本部やJRと連携した情報の発信

○ 農作業安全「ＭＭＨ」運動

トラクタと一般自動車の公道上での共存

農業機械メーカーと連携 交通事故防止の取組

・ 農業関係者以外の理解と協力を得る

交通ルールと運転マナーの順守

・ 多発する追突事故を防止する

低速車マークや反射テープ等の取付

・ もしもの事故に備える

 労災保険・傷害共済・自動車共済などの任意保険に加入

Ｍ

Ｍ

Ｈ

⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒
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農作業事故報告

○  取扱要領の制定

 昭和52年8月3日（畑作第500号農務部長通達）

○  報告の種類 
①  死亡事故報告

②  負傷事故報告

○ 報告期間

市町村から総合振興局・ 総合振興局・振興局から
振興局に報告する期限 農政部に報告する期限

10月10日 10月15日

4 月10日  4 月15日

○ 報告のルート

 市町村⇒総合振興局・振興局⇒北海道農政部⇒北海道農作業安全運動推進本部

○ 報告書の作成

北海道農作業安全運動推進本部

報告期間

 4 月～ 9 月

10月～ 3 月

農作業事故報告書

はしがき
Ⅰ 調査方法
Ⅱ 農作業事故報告取扱要領
Ⅲ 調査結果の概要

1 総括
2 性別
3 年齢
4 時期　
5 発生場所
6 発生時間帯
7 事故の対象物件等
8 事故の部位
9 負傷の内容

10 負傷の程度
11 トラクタ事故の原因別状況
12 農業就業人口からみた農作業事故

Ⅳ 地区別農作業事故発生状況　
Ⅴ 市町村別農作業事故発生状況
Ⅵ 参考資料

1 令和2年度農作業事故発生状況（死亡）
2 令和2年度NHKラジオ放送用原稿（お知らせ版）

目　　次
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農作業事故件数の推移
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死亡事故は20件前後 負傷事故は減少傾向 死亡事故の割合
10年間 死亡者177名 負傷者22,754名 129人に1人死亡

令和２年度農作業事故発生状況（月別・男女別）

 年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計

2年度 1 3 1 2 1 3 4 1 16
うち農業機械に

よるもの 3 1 1 1 3 2 1 12

元年度 2 3 1 1 2 3 3 1 2 1 19
うち農業機械に

よるもの 2 3 1 2 2 3 1 2 1 17

2年度 1 2 1 2 1 2 1 10
うち農業機械に

よるもの 2 1 1 1 1 6

元年度 2 3 1 2 3 3 1 2 17
うち農業機械に

よるもの 2 3 1 2 2 3 1 2 16

2年度 1 3 2 6
うち農業機械に

よるもの 1 3 2 6

元年度 1 1 2
うち農業機械に

よるもの 1 1

男
女
別

男

女

(単位:人)

区分

件数
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令和２年度農作業事故発生状況（事故原因別）

　 死亡者数
2年度 元年度 2年度 元年度

人 人 ％ ％
ア　巻き込まれ
イ　転倒・転落 3 4 18.8 21.1
ウ　ひかれ 2 1 12.5 5.3
エ　はさまれ
オ　下敷き 1 6.3
カ　衝突 1 5.3
キ　その他 2 10.5
 　　計 6 8 37.5 42.1
ア　巻き込まれ 1 6.3 ビートハーベスタ
イ　転倒・転落
ウ　ひかれ
エ　はさまれ
オ　下敷き 1 5.3
カ　その他
 　　計 1 1 6.3 5.3
ア　巻き込まれ 1 1 6.3 5.3 牧草裁断機
イ　転倒･転落 3 15.8
ウ　ひかれ 2 10.5
エ　はさまれ
オ　下敷き 2 1 12.5 5.3 馬鈴薯茎葉処理機、耕運機
カ　その他 2 12.5 フォークリフト、フォーレージハーベスタ
 　　計 5 7 31.3 36.8

1 5.3
12 17 75.0 89.5

4 2 25.0 10.5 高所転落3、牛
16 19 100.0 100.0

農業機械名 事故原因
構成比

備　　考

合計

農用トラクター

作業機

動力運搬機

その他
小計(農業機械によるもの)
農業機械以外による事故　　

令和２年度農作業事故発生状況（年齢別死亡者数）

2年度 元年度 2年度 元年度

2 4 27 12.5

1 44 6.3

1 2 53 6.3 10.5

67 69 71 72

68 66 73 70

78 72 86 68

16 19 100.0 100.0

40才代

50才代

年齢層
事故者数(人） 構成比(％)

2年度の年齢内訳

40才未満

平均 61.8 歳

60才以上 12 17 75.0 89.5

合  計
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令和２年度農作業事故発生状況（死亡）

年齢 性別 月日 時刻

9 石狩 当別町 73 女 9月20日 15:35 町道 トラクタ 不明
外傷性
ショック

不明

畑で農作業中で別の畑に
移動するところ、トラクタが
畑から町道に出る際、誤っ
てトラクタにひかれ、腹など
を強く打ち間もなく死亡が
確認されたもの。

有 有

10 上川 旭川 70 女 9月25日 14:40 公道 トラクタ 不明 不明 不明

市道をトラクタで走行中に
路外へ逸脱し、転落した弾
みで車外に投げ出され、横
転したトラクタの下敷きにな
り、全身を強く打つなどして
病院に搬送されたが、搬送
先の病院で死亡が確認さ
れたもの。

不明 不明

労災
加入
状況
の

有無

共済
加入
状況
の

有無

総　合
振興局

市町
村名

事故者 発生
発生
場所

使用機械
施 設 名

取  得
免許の
種  類

死亡
状況

安全フ
レーム

の
有無

発生原因・発生時の状況

分類別事故件数の推移

　　　　家畜に踏まれる、蹴られる、挟まれる等 8,320件 36.3％
　　　　農業機械の転倒転落、落下、挟まれる等 6,885件 30.0％
　　　　人の転倒 2,147件 9.4％
　　　　高所からの転落 1,589件 6.9％
　　　　小農具・ 942件 4.1％
         その他 3,048件 13.3％
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死亡事故の発生状況

177件

133件

75.1％, 
農業機械, 133件

3.4％, 家畜, 6件

10.7％, 
高所転落, 19件

0.6％, 
蜂, 1件

10.2％, 
その他, 18件

H23～R2

39.1％,
トラクター, 52件

11.3％, 
ショベル, 15件

12.8％,
トラック, 17件

6.0％,
ハーベスター類, 8件

6.0％, 
耕うん機, 8件

2.3％, 
コンバイン, 3件

2.3％,
マニアス, 3件

20.3％, 
その他, 27件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H23～R2

トラクターによる死亡事故

※事故形態　　

　 下敷き、挟まれ

　  ひかれ、自動車の追突など

48.1％, 
転倒・転落, 25件

11.5％, 物を落とす, 6件

9.6％, 機械より落下, 5件

人の転倒, 1件

11.5％,交通事故, 6件 15.4％, 
その他, 8件同乗者, 1件

事故原因

17％, 
胸部圧迫, 9件

8％, ショック, 4件

6％, 全身打撲, 3件

12％, 頭部挫傷, 6件

4％, 頸椎骨折, 2件

12％, その他, 6件

42％, 
不明, 22件

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

死亡状況

17％, 
頭・首, 9件

21％,
胸・肋骨, 11件

6％, 腹・腰, 3件

2％, 背中, 1件 13％, 
全身, 7件 6％, その他, 3件

42％, 
不明, 18件

死亡部位
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負傷事故の発生状況

22,754件

8,314件

8,314件, 家畜, 
36.5％

6,753件, 農業機械, 
29.7％

2,149件, 
人の転倒, 9.4％

1,569件, 
高所転落, 6.9％

3,969件, 
その他, 
17.4％

H23～R2

7,023件, 牛, 84.5％
1,235件, 

馬, 14.9％

56件, 豚, 0.7％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％ 80.0％ 90.0％ 100.0％

H23～R2

負傷事故 2,275件／年

牛の接触事故 702件／年
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北海道の農業における労災保険特別加入者数の推移

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 前年対比
A B C D E E/D

特定農作業従事者 45,499人 44,671人 43,829人 43,090人 42,203人 97.9％

指定農業機械作業
従事者

328人 312人 302人 294人 274人 93.2％

中小事業主等（農業） 12,334人 12,538人 12,693人 12,899人 11,027人 85.5％

合　計 58,161人 57,521人 56,824人 56,283人 53,504人 95.1％

農業就業人口 96,557人 94,800人 93,700人 89,300人 87,900人 98.4％

加入率 60.2％ 60.7％ 60.6％ 63.0％ 60.9％ 96.6％

注1：労災保険特別加入者数は、北海道労働局総務部労働保険徴収課調べ。
注2：農業就業人口は、北海道農業・農村統計表による。

区　分
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北海道における農作業事故の現地調査
 
○ 調査地域 

     全道一円 
 
○ 調査機関 

（国研）農研機構 農業機械研究部門 
システム安全工学研究領域 予防安全システムグループ 
  

○ 調査目的 
     農業機械を中心とした農作業の事故防止 
 
○ 調査方法 

     現地で被害者からの聞き取り 
 
○ 調査データ 

     詳細に分析 ⇒  
                 

○ 調査結果 
事故事例 ⇒ 農作業安全対策に向けて情報発信、安全技術の開発に活用 

    

作業環境、作業条件等の因果関係、発生原因を究明し 
改善策を提案 
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